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4提案

ⅰ. 外周から内側への領土拡張

3敷地　-広島県東広島市西条 -

２問題　-分断された箱の中の暮らし -

1背景　-失われたかつての響き -

ⅱ. 建具の取替を選択的に行う

断面図 S=1/100 -外から内に向かって住人の行動が滲み出る -

網戸 ブラインド簾

共用部建具移動可能時間

共用部建具移動不可能時間

住居ミーティング

自室に帰り休む

住居ミーティング

住居全体の活動

Aさんの活動

断熱材 厚手のカーテン パネル

共用キッチンで
夕飯を食べる

共用部で仕事をする

共用キッチンで
朝食を食べる
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の位置決定を行う

居住者決定後も主体的に建具の更新や、

屋根の張替えを行う

居住者同士の話し合い

の元、各専有部の区画

を決定する

柱・梁・床

天井・水回りの壁

5建築家と住民同士の関わり

ⅱ.住人の年間スケジュール

ⅲ.住人の 1日のスケジュール

ⅰ.建築家の介入

4月

7月

10月

1月

専有部決め -新年度顔合わせ -

建具替え -夏仕様 -

大掃除 -1年のふりかえり -

正月の大掃除で住人と顔を合わせる

建具替え -冬仕様 -

完結なプラン構成 周りと関わる余白がない

フラクタルな家

1.水回りを四隅に配置 2.必要居室を入れて部屋を

占有する

3.必要に応じて選択的に

部屋を拡張する
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現代の住宅は、都市の中に存在しながらも、都市との関係を断

ち切られた「独立した箱」として成立している。

2階平面図 s=1/200

サッシが柱に隠れる

FRPを取り付ける

屋根を取り外せる

1階平面図 s=1/200

2階平面図 s=1/200

1階平面図 s=1/200

西条駅北口から徒歩 3 分の道路に囲まれた一角に位置する。周囲

にはアパートが建ち並び、地域住民はこの敷地を避けるように迂

回して通行している。そこで、この場所に人の通り抜けを許す「新

しい道」を設け、周辺住民が自然と介入できるようにする。

建物は 4 本の柱で 1 つのユニットを構成しており、居住者は柱を

起点として、自由に建具を取り付けたり、屋根を張ったりするこ

とができる。

豪華さは、他者や自然との距離を自らの感覚で調整できる緩やか

な関係を持つことではないだろうか。

住まい手は空間を固定されたものとして受け入れるのではなく、

自ら編み直すことができる余地を持つ住居を手に入れる。

建物の四隅には水回りを配置し、中心に向かって寝室、リビング、

共用スペースが層のように展開する構成とする。

外周部ほど個的で機能的な空間が置かれ、中心に近づくほど他者

との関わりが生まれる領域となる。この構成は、私的領域と公共

的領域の重なりを選択的に調整できる仕組みをもたらす。

内部では機能が細分化され、個々の空間は完結的にデザインさ

れているが、それらの部分が都市や社会と響き合う構造を失っ

ている。

専有面積を小さく抑

え、寝室やリビングを

最小限にし、その分、

中央の共用スペースを

広く確保できる。

専有スペースが 2 つの

敷地にまたがって配置

されており、その間に

共用スペースが介在し

ている。

住まい手はその日の気分や関係性に応じて、距離を近づけた

り離したりできる。

外部の人が行き交うことで、住宅の内と外のあいだに緩やかな

関係が生まれる。

現代の住宅は、効率性と機能性を最優先に設計されてきた。

本来、家とは都市の一部であり、都市もまた多くの家々の延長

線上にあるはずだ。古い町屋や長屋のように、内と外が滑らか

に接続し、人の営みが街路ににじみ出る空間には、生活と都市

が重なり合う「響き」があった。

３人家族＋犬

一人暮らし

大学生

最小限の専有部

朝食の匂いが朝を知らせる

住人による月１の会議が行われる

犬が走り回る

子供部屋

夫婦だけの寝室

子供が集まって勉強をする

姉夫婦が住む

両夫婦が食卓を囲む

本を置いて自由に読んでもらう

妹夫婦が住む

麻雀大会開催中

笑い声が聞こえる

書斎から気配を感じ取る

締め切って集中する

友達を呼んでご飯を食べる

隣人の気配を感じながら自分の時間を過ごす 住人は自由に建具を移動できる

都市を内包する住宅

-フラクタルな関係性による選択的住まいの豊かさ -


